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笛方が語る狂言の音楽




















































































半の間で、その物語をもう一度語るのです。例えば〈井筒〉でしたら井筒 女の物語を間狂言が語る。間狂言が一通り物語を語り終えた後は、いわゆる旅の僧との問答になります。その問答のある個所から、笛が〔知ラセ笛〕というものを吹き出す。そ ときの笛の役割は、後 空気や雰囲気を作る、ということもありますし、実際には、もうそろそろ語リが終わって後の登場の囃子になると、装束をつけている人たちに知らせる意味もあります。　
脇能の間狂言ですと、その物語をざっと語った後、言


























いう曲には文殊菩薩を守護する霊獣の獅子が登場します。あるいは〈望月〉で 宿の亭主が獅 舞を演ずる、そう うものを獅子物といい す。　〈越後聟〉を私は勤めたことがありませんけれど、 〈越後聟〉 〈獅子聟〉と うお狂言があり その中の藤堂家から山本東次郎先生のお家に伝わったと聞い る
〈獅子聟〉にも獅子舞があります。聟入りした男の人が舅に格好いいところを見せよう 獅子舞を舞います。これはなかなか上演されない狂言ですが、非常に重要なものだと思います。　〈狸腹鼓〉も稀曲として滅多に舞台で演じられないも















































































技術なのです。先ほど狂言のアシライは難し と言いました。人は深刻ぶった顔はできますが、その逆はなかかできません。本人の中に、そ いう資質があるこ が大事で、それは逆にすごく難しいことだと思うのです。お狂言の難しさに通じることで 軽みがある意味では一番大切ではないかと思います。高橋
　
軽みが必要というお話を頂きましたけれども、こ

































と吹くわけです。　〈柿山伏〉や〈梟山伏〉などの山伏物のときに、 〔次第〕や〔一声〕の囃子があります 山伏が登場し、その後［道行］があって、 ［道行］が終わると囃子方は切リ戸から引きます。仕事が終わりましたので、その後に長々と残 ず、舞台から引いてしまうわけですね 今言ったように〔次第〕や〔一声〕の笛は「ヒッ」だけですので、仕事はこの一秒で終わりです（笑） 。　国立能楽堂は狂言の申合セも時間を取ってしています
























て責めようなどと言って、何度か試みるわけです。とうとう鬼が責めるのを諦めて まうので が、 〔責メ〕の回数は決まってい でしょうか。松田
　
狂言の台本に「ここで責メ」というふうに指定し










































狂言〔羯鼓〕 、狂言〔神楽〕 、 〔シャギリ〕というのは、



















という短い音楽が成り立つのだと思うんです。 「ホ」が「起」で、 「ヒ」が「承」 、 「ト」が「転」 、そして最後に、音ではないけれども実際にはコンでいる、間を作っている部分、これが「結」になります。三つの音とコミとで起承転結が きて るんですね。これで完結している〔棒フリ〕という音楽は、世界に誇れるような非常に素晴らしい音楽だと、私は本気で思っています。高橋
　
今のご説明はとても理論的でしたね。普通でした
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99　　笛方が語る狂言の音楽
狂言の囃子事の特徴
　
能の囃子事よりも　
1．軽快さ、洒脱味、愉楽の要素が多い
　
2．写実的な型や演技に直結したもの ある
　
笛は音を短く、間をあけて、小さめに軽く吹く。・短く簡素なフレーズ くり返しが基本。・
 狂言固有のものには具体的な演技や写実的な型に即したものが多い。中世祭礼囃子からの由来が窺える。
　　　
eg.　
棒フリ、シャギリ
・音楽構造、楽器編成が簡略。
　　　
eg.　
早笛…二クサ で一巡（能は七クサリ）
　
　　
神楽… と小鼓のみ（能は笛と大小太鼓）
　　
羯鼓…笛のみ（能は笛と大小鼓）
　
大小太鼓は掛ケ声を軽く短めにかけ、軽く打つ。・
 原則的に、三地（コイ合）という基本的で簡素な手だけを繰り返し打つ。
　
その他・正面を向かず、横向きのくつろぎの形で演奏。・演奏のときだけ舞台に出ることが多い。・囃子を省略する場合もある。
